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加盟
団体役員連絡会

　「加盟団体の役員とし

て知っておきたい知識と情報の共

有」をテーマに、2015 年 1 月 31 日

～ 2月 1日、一般社団法人日本自閉

症協会加盟団体役員連絡会が東京神

田にあるエッサム神田ホールで行わ

れました。31 日の研修会では「日

本財団助成事業の概要」と題して日

本財団ソーシャル・イノベーション

推進チーム（兼）福祉チームの花岡

隼人氏を講師に、評価ポイントがど

こにあるのか，助成事業の意味を教

えていただきました。今回の行政説

明会は、厚生労働省より厚生労働省

社会・援護局障害保健福祉部障害福

祉課障害児・発達障害者支援室発達

障害支援係長、槍山剛介氏による

「平成 27 年度発達障害施策予算案に

ついて」、文科科学省より文科科学

省初等中等教育局特別支援教育課特

別支援教育調査官、田中裕一氏より

「特別支援教育の今後の展望」の説

明がありました。2 月 1 日には ASJ

保険事業について内田理事の委員会

からの報告があり、「知的障害・自

閉症者のライフプラント金銭管理」

＊親亡き後の金銭管理等のライフプ

ランについて、と題して社会福祉法

人大阪府社会福祉事業団職員の鹿野

佐代子氏の興味深い講演がありまし

た。今回も資料を大量に持ち帰って

きました。皆様に知っていただきた

い内容については、おいおい絆にも

掲載していきたいと思います。全国

から集まった人による質疑、意見交

換、懇親会での会話は非常に活発で、

あっと言う間に時間が過ぎてしまい

ました。（河村）

☆障害福祉サービスの在り方等に関

する論点整理のための意見（平成

27 年 2 月 2 日）

一般社団法人　日本自閉症協会

●常時介護を要する障害者等に対す

る支援について

　知的障害を伴う自閉症の人々に生

じる強度行動障害は、一般的な障害

支援区分 6の人の要支援度とは質的

に異なり、さらに手厚い職員体制と

高い専門性を必要としているため、

強度行動障害支援加算制度を設ける

よう希望します。これはすべての障

害福祉サービス等において必要です

が、生活を支える施設入所支援、グ

ループホーム短期入所については、

特に必要です。なお、地域における

生活を可能とするためには、グルー

プホームにおける個別のヘルパー利

用の特例を恒常的な制度にすること

が特に重要です。

●移動の支援について

　知的障害者・自閉症者の社会参加

を進めるため、知的障害者移動支援

を個別給付に加えるとともに、ヘル

パー確保が可能となるように、単価

の充実を図る必要があります。その

際、一部の自治体では多様なサービ

スを行っている実態があるため、自

治体が上乗せのサービスを行えるよ

うな制度にするよう求めます。

●就労の支援について

　現在の生活介護事業と就労継続支

援事業 B型を「活動支援事業」とし

て統合し、障害支援区分に応じて職

員を手厚く配置する制度にするよう

求めます。

●支給決定の在り方について

　障害程度区分から障害支援区分に

改正されかなり改善されましたが、

従来の 2次判定結果を新しい 1次判

定基準に反映する仕組みであるた

め、発達障害者については元々の区

分が低すぎたので充分な 1次判定結

果となっていません。2 次判定での

引き上げ実態が基準に反映されるよ

うに、3年ごとに見直しを繰り返し、

「支援の必要の度合い」の精度を高

めるように求めます。

●意思決定支援の在り方について

　障害者権利条約 12 条を基に考え

ると、意思決定支援とは、その行為

について意思能力の不十分な障害者

が、権利主体として自ら法的能力を

行使するための支援であるといえま

す。決して他人が代行決定すること

ではありません。意思決定支援には、

次の要素があると考えられます。①

意思疎通・情報提供支援…本人の意

思をくみ取り、わかりやすく情報提

供をすること。②意思形成支援…本

人自身が納得して、本人にとってよ

り良い意思決定をできるように支援



2

2　ＫＳＫＲ（きずな）第三種郵便物承認通巻６５６０号　２０１５年　　２月２４日発行（　　）

すること。③意思拡張・実現支援…

本人の意思を拡張し、社会の障壁を

取り除いて、本人の意思が実現する

よう支援すること。

　障害福祉サービスの利用において

は、日常生活から就労・社会参加ま

で、本人に合った多様な選択肢を準

備し、イラストや写真、ビデオ、実

体験等、本人の理解の仕方、理解力

に応じて情報提供することが重要で

す。また、障害福祉サービス利用計

画・利用契約・個別支援計画では、

可能な限り本人が選択・決定し、本

人なりのサインを行うようにする必

要があります。

　意思決定支援の過程では、支援者

が独善的な支援に陥いりやすいとい

う問題があります。一人の判断で進

めず、複数の関係者でよく話し合う

ことが必要です。サービス等利用計

画、個別支援計画等の作成に際して

は、原則本人も参加して、本人の信

頼する支援職員や、家族・後見人等

を含むチームで、意思決定支援を行

うことが特に重要です。

●成年後見制度利用促進の在り方に

ついて

　障害者権利条約 12 条は、その行

為について意思能力の不十分な障害

者が、権利主体として自ら法的能力

を行使するための支援として、本人

の権利を制限せず、意思決定支援を

行う制度の創設を求めています。成

年後見制度の利用促進に当たって

は、特にこのことに配慮する事が重

要です。特に、条約 12 条 4 項は、

法的能力の行使に関する措置におけ

る保障として、①本人の権利・意思・

選好の尊重（民法 858 条の成年被後

見人の意思尊重義務条項の徹底）、

②不当な影響の排除、③本人の状況

への適合、④短期間の適用、⑤定期

的審査を求めていますが、これに即

した制度運用の早期改革が不可欠で

す。

　また、後見類型中心（現 85％）

を補助類型中心に変えて行くこと、

後見監督による後見人への支援強化

を図ること、団体後見の活用、公費

負担、公務員等 200 以上の欠格条項

の廃止、相談支援・福祉支援との連

携も重要です。特に、総合的な地域

での支援体制が不可欠であり、その

中でこそ権利擁護が可能であると言

えます。

●意思疎通支援の在り方

特に自閉症、発達障害者の意思疎通

支援について、社会参加場面や司法

の場面に於いて検討する必要があり

ます。

●高齢障害者に対する支援の在り方

について

　高齢期の生活支援の原則は、成人

期になじんだ環境をなるべく継続で

きるように支援することであり、特

に成人期の人的関係の継続が重要で

す。

　65 歳以上は介護保険優先という

仕組みに対して、障害者の利用意向

を聞き取った上で、市町村が適切に

判断するよう通知が出ていますが、

機械的に介護保険に切り替える市町

村があり、問題となっています。高

齢期も意思決定支援が重要です。障

害福祉サービスの併用が可能である

ことを制度上でさらに明確にするこ

とが必要です。

　また、グループホーム、生活介護、

入所支援等においては、高齢に対応

するため、設備のバリアフリー化、

活動内容の見直し、医療的介護の実

施などが、またグループホームでは

身体介護ヘルパーの活用等が必要で

す。なお、長い間自宅で過ごした発

達障害者の高齢化の問題がこれから

顕在化してきますので、その支援に

ついて早急に検討する必要がありま

す。

【問い合わせ先】一般社団法人日

本自閉症協会　事務局長北山輝幸

〒 104-0044 中央区明石町 6-22 築地

622、TEL：03-3545-3380、FAX：03-

3545-3381　E-Mail：asj ＠ autism.

or.jp【起草者】日本自閉症協会理

事・政策委員会副委員長柴田洋弥

E-Mail：hirova.shibata ＠ gmai.

com
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★生活介護事業と就労継続支援事業

B型について

●措置制度・支援費制度の時代の通

所施設制度

〇平成 18 年の障害者自立支援法ま

では、措置制度・支援費制度を通し

て、知的障害者の通所の制度は変わ

らなかった。その頃には次の種類が

あった。

〇「通所授産施設」　一般就労の困

難な障害者が対象。知的障害者福祉

法に基づく法内施設。運営主体は社

会福祉法人で、1 億円の基本財産が

必要なため、民間の事業所があまり

増えなかった。職員配置基準は５：

１（利用障害者 5人に対して支援職

員 1人）

〇重度者のための国の通所施設制度

がないため、地方自治体が独自の通

所制度を実施した。東京都は「生活

実習所」を作り、職員配置は３：１

だった。

〇「通所更生施設」　軽度者の就労・

社会参加のための訓練施設。知的障

害者福祉法に基づく法内施設で、民

間の事業所は少なかった。職員配置

基準は 7.5：１。しかし、徐々に作

業になじまない重度者を対象とする

施設が増え、県や市が職員を加配し、

全国平均の職員配置は４：１にまで

増えた。

〇「小規模作業所」　作業内容は授

産施設に類似。国の法律に基づかず、

親や職員有志がボランティア的に始

めた所が多い。1 億円（支援費制度

では 1千万円）の基本財産を作れな

いため、社会福祉法人を作れず、法

内化できない所が多かった。国の補

助は年間わずか 100 万円。県や市が

補助金を出して、かろうじて運営。

〇 ILO（国際労働機関）は、授産施

設について「労働とするならば、最

低賃金を保障し、労働法を適用すべ

き」と批判した。日本では「授産施

設に労働法を適用せず、作業は労働

ではなく、工賃は労働の対価として

の給与ではなく出来高の分配であ

る」と論点を整理した。

〇「デイセンター構想」　全国社会

福祉協議会が提唱した。重度者が日

中活動を行う国の制度をつくり、小

規模作業所を法内化するため、作業

を含めたさまざまな活動を行う「デ

イ・アクティビティ・センター」（日

中活動センター）の制度を国が設け

るよう提案した。

●障害者自立支援法での通所施設制

度

〇当時の政府は、障害者福祉の経費

を削減するため、従来の障害種別の

授産・更生施設を、①労働法を適用

して就労する施設としての「就労継

続支援事業」、②極めて重度の人の

通所施設としての「生活介護事業」

に再編すること、そのどちらにも属

さない中間の障害者（作業はできる

が最低賃金水準に達しない障害者）

は、市町村の地域生活支援事業の対

象にする方針を打ち出した。つま

り、極めて重度でもなく働けない障

害者（中程度の知的障害者が多い）

は、国の支援の対象外だという方針

であった。

〇これに対して関係者から大きな反

発があり、制度改革の最終段階で（当

時の担当課長が英断し）、①労働法

を適用し最低賃金以上の賃金を支給

する「就労継続支援事業 A 型」、②

労働法を適用しない「就労継続支援

事業 B 型」、③重度者対応の「生活

介護事業」（障害程度区分３以上）に、

分類されることになった。

〇「就労継続支援事業 A 型」では、

利用者は、施設経営法人（使用者）

との間で、雇用契約と障害福祉サー

ビス利用契約の両方を結ぶ。つまり、

法人の労働者でもあり、サービス利

用者でもある。労働法が適用される

ため、使用者は最低賃金以上の給与

を支給しなければならず（使用者が

最賃適用除外申請をして、認められ

ることもある）、一方利用者は労働

者として、使用者の労働指揮命令権

に従わなければならない。

〇「就労継続支援事業 B型」は、従

来の授産施設と同様に、労働法が適

用されず、工賃は給与ではない。し

かし「就労継続支援事業」という事

業名から、あたかも「労働」である

かのような錯覚が生じている。使用

者に労働指揮命令権はないが、支援

する職員間には「職員の命令には従

うべきだ」という誤った認識があり、

時として虐待が生じる背景となって

いる。改めて「意思決定支援」の在

り方が問われる。また、障害支援区

分に応じた職員配置になっていない

ため、手厚い支援を要する利用者に

対応しにくい。ただし、利用者は「働

く」という意識と気概を持つ良い面

もあり、これに配慮する必要もある。

〇「生活介護事業」は、当初「極め

て重度の障害者を対象」とすると言

われていたが、対象が障害程度区分

（現在は障害支援区分）３以上と広

がり、活動内容も、生産活動として

の作業をしても良いし、就労継続支

援事業 B型と同様に、工賃を支給し

てもよいこととなった。利用する障

害者に合わせてさまざまな活動を取

り入れることができる。事業の名称

については、「介護」ではなく「日

中活動」が目的なので「活動支援事

業」とするよう、関係者から強い要

望があった。しかし、前例のない重

度者のための新しい通所制度であ

り、手厚い職員配置を財務省に認め

てもらうには「生活介護」という名

称でないと通らないという事情が

あった。職員配置は、最大で 1.7：
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１と、大変手厚くなっている。

〇障害者自立支援法は、利用者負担

や障害程度区分など批判が強かった

が、以上のように日中活動の場を整

備するという視点から見ると、大き

な成果を上げたと言える。

●これからの課題

〇民主党政権下での障害者制度改革

の議論では、「就労継続支援事業 B

型と生活介護事業を統合した上で、

主に生産活動をするタイプと、生産

活動以外の活動を主に行うタイプに

分けよう」という意見にまとめられ

たが、議論は不十分であった。

〇　障害者総合支援法では、障害福

祉サービス体系は変更されず、3 年

後の検討課題とされた。今回、いく

つかの団体から、「就労継続支援事

業 B 型と生活介護事業を統合すべ

し」という意見が出されているのは、

以上の経過があるためである。

〇　現在、「生活介護事業」の事業

名称を「活動支援事業」に変更して

ほしいという意見はあるが、「就労

継続支援事業 B型」については、利

用者の立場から見ると「働く場」と

いう意識を持てるので、このままで

良いという意見もある。

〇日本自閉症協会としては、なお多

くの人の意見を得た上で結論を出す

方が良いと思われる。

2015 年 2 月 6 日　

日本自閉症協会常任理事・政策委員

会副委員長　柴田洋弥

各　位　　　　　　　2015 年 2 月

きょうされん奈良支部

支部長　麻　まり

きょうされん奈良支部　利用者学習

会「はたらく」ご案内

平素は、きょうされん運動へのご理

解・協力頂きありがとうございます。

きょうされん奈良支部では、今年度

の研修として利用者学習会を開催す

る運びとなりました。

会員施設の利用者・職員から仕事の

取り組みの発表を行い、「働く」こ

との醍醐味や、そこからの変化や成

長などを語っていただきます。

第二部では、「共同作業所のむこう

に」の共同執筆者である滋賀支部の

堀尾毅氏をお招きし、きょうされん

が大切にしている「あたりまえに働

き、えらべるくらし」を学び、障害

者権利条約で描かれる「働く」につ

いて深めたいと思います。

きょうされん加盟施設だけでなく、

多くの障害のある人、施設職員さ

ん、卒業後の進路を考えている学生

さん、家族の皆さん、先生方など幅

広いご参加をお待ちしております。

【日時】　

2015 年 2 月 28 日（土）

　14：00 ～ 17：00

13：30　受付

14：00 ～ 15：10

　4 つの施設から利用者・職員の皆

さんによる仕事紹介

15：30 ～ 16：30　講演「あたりま

えに働く」とは？

講師：堀尾　毅　さん（きょうされ

ん滋賀支部）

【会場】　大和郡山市　市民交流館

（ＪＲ郡山駅下車すぐ。専用駐車場

はありません）

　

《　お問い合わせ先　》

コミュニティワークこッから（杉原）

〒 630-8424　奈良市古市町 529-4

℡　0742-63-6765　　　　　　　　

メール：nara@kyosaren.or.jp
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第２回　自閉症ｅサービス

＠奈良実行委員会　議事録

日時：2015 年 2 月 3 日 ( 火 )

18:00 ～ 19:00

場所：いこま福祉会かざぐるま

 会議室

参加者　：中山、松尾、大西、中村、

河村、前田、桂、上出、渡辺、喜多、

杉本、綛谷、

（敬称略）浅井、大谷、髙曲、面松、

中辻、春名、中村　　　　　　　　

議事録：かざぐるま春名

※最初に自己紹介を実施する。

※京都の NPO 法人 HEROES の松尾さ

んがアドバイスの為、会議に出席く

ださる。

検討事項

○年間プログラムについて

　※早めに確保出来るところを探し

ている。出来る限り今日で、確定を

しておく。

　※借りる時間は 13 時～ 17 時まで

使用で予約をしていく。

・会場予約（別紙一覧参照）

　＜基礎講座（奈良会場）日曜昼＞

◎第一候補『はぐくみセンター』（50

名規模の会議室）※でぃあ～さん

が予約すると無料。

⇒でぃあ～さんが 3ヵ月前の期日に

予約を取りに行く。（期日に人員を

出すことが難しければかざぐるまが

行くことも可能なので連絡を取り合

う。）

◎第二候補『エルトピア奈良』（60

名規模の会議室）

⇒ 6ヵ月前から予約可。

＜ケース検討会（郡山会場）水曜夜

＞

◎第一候補『郡山城ホール』

◎第二候補『郡山市民交流館』

⇒どちらも市民だと減免や早めに抑

えることが出来るかもしれないの

で、事務局で確認をする。

※郡山が難しければ、参加しやすさ

を検討し八木駅周辺の会場も検討す

る。

・講師依頼

　＜基礎講座＞

1回目：eサービス代表、中山氏　2

回目：大阪府障害者福祉事業団、大

中氏

3 回目：なにわの里、朝根氏　　　

4回目：スキップ枚方、久賀谷氏

5回目：HEROES、松尾氏

＜専門講座 A＞：大阪府障害者福祉

事業団、大中氏

＜専門講座 B＞：ジョブジョイント

大阪、星明氏

＜評価セミナー＞：e サービス、中

山氏　HEROES、松尾氏

・日程確認

　　別紙参照。変更なし。

○案内パンフレットについて

・部数

※平成 26 年度、e サービス京都は

合計 1500 部刷った。郵送で 350 部

程度配布。

（平成 27 年度は 3000 部する予定）

※関係団体や知り合いなどを通じ

て、手渡しで行った方が効果はあっ

た。

※京都では成人期の日中通所施設、

入所施設を中心に配布。

○前年度の京都と同じ量を刷る予

定。

・完成期日

２月中に案を作成し、実行委員に

メールで確認し、修正・完成を目指

す。

　⇒ 3月初旬には、配布を予定。

○広報活動について

・各機関への協力依頼

　→知福協、手をつなぐ育成会、経

営協

　⇒自閉症協会は広報誌に掲載する

為、データを送り周知をしてもらう。

・案内の配布先

　⇒事務局で、配布先の土台を作成

し、実行委員に確認をしてもらう。

　⇒圏域や各市町村の自立支援協議

会を通じて配布してもらう。

・ＨＰの作成

⇒無料のフリーソフトを使い、e

サービス奈良の HP を立ち上げる。

事務局（中村）が作成。

※ HP があることで、銀行口座が作

りやすいなどのメリットも大きい。

○４月以降の活動の流れ

・年間パスの発行（事務局）

　⇒案内配布後、事務局が中心に

なって行う。ハガキ大の年パスを作

成し、年パス取得者に発行する。団

体パスも実施する（問い合わせが多

いことが予想されるため、内容を把

握しておく）

実行委員会からどれだけの人数がパ

スを取るのか把握するため、確認後

事務局に報告する。

・講座ごとの受付等、役割分担

　⇒各講座に3名程度配置予定。（初

回についてはお金のやり取りがある

ため、多めに配置。）

事務局からは必ず 1名参加する。残

りを他の実行委員が交代で出る。

　⇒事務局が年間の担当表を作成

し、委員にメールで確認。事前に日

程希望があれば連絡する。

○実行委員の確認

・メンバー（別紙参照）

※法人名で公表する。

※顧問として『社会福祉法人なにわ

の里 前田氏』『NPO 法人 HEROES 松

尾氏』を追加。

※協力団体として『奈良県自閉症協

会』を追加。

・実行委員長は『ひまわりの家 喜

多氏』に依頼、快諾いただく。

実行委員追加⇒フレンズまきばさん

次回委員会：　平成 27 年　３月　

５日（木）18:00 ～かざぐるまにて

開催
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施設見学の感想

2
月 5 日に社会福祉法人こまどり

会、三蔵庵、喜蔵庵さんの施設

見学会に参加させていただきまし

た。

三蔵庵さんは生活介護事業で少人数

のグループに別れて作業をされてお

り、皆さん落ち着いてもくもくと作

業されていてすごいなぁと思いまし

た。少人数グループで部屋を分けて

あるのが落ち着いて作業できる環境

なのかなと感じました。

喜蔵庵は就労継続 A.B 事業、就労移

行支援、生活介護と主に就労を目指

す取り組みをされており、こちらも

少人数グループに分かれていてとて

も落ち着いた環境だなと感じまし

た。

地域の農家の方々と連携した農作業

など、地域密着型という感じがして、

上手に地域に溶け込んだ取り組みを

考えておられてると思いました。

職員の方々もとても親切に案内をし

てくださり、良い施設見学ができま

した。

お昼ご飯はなら街にあるこいん堂さ

んへ行きました。落ち着いた雰囲気

のレトロな建物で、ゆったりと過ご

せて、ランチも美味しく癒やされた

ひと時でした。

また次も行きたくなるお店でした。

療育部　Ｕ

こまどり会の方どなたも親切で充実

した施設見学会になりとても良かっ

たです。

こいん堂も落ち着く感じでまた行き

たいですね。ほんと楽しかったです。

療育部　Ｙ

施
設の方がとても丁寧に説明と

案内をして下さってとても充

実したいい見学会でした。住宅の中

にグループホームもあり、地域の中

に溶け込んでいる感じで、障害者の

理解が進んでいる地域なのかなと思

いました。

こいんどうさんも落ち着いた雰囲気

のお店でお食事もおいしかったで

す。またみなさんと行けたらいいで

すね。療育部　Ｉ

最
初の作業所は薬師寺がみえる

川辺の景色の良い所にあり以

前ペンションをされていて木のぬく

もりのある作業所で 100 均の商品の

袋詰めをそれぞれのペースで丁寧に

されていました。他 3カ所を見せて

いただきビニールハウスでは椎茸と

イチゴを栽培されておりその場でつ

みたてを戴いたらとてもみずみずし

くて甘くてビックリしました。買っ

療育部施設見学

２月５日（木）こまどり会の施設見

学と昼食会に行って来ました。

こまどり会は西ノ京を中心に作業所

を数カ所所有されており、はじめは

三蔵庵での軽作業を見学させて頂き

ました。私達が見学に行くと利用者

さんは元気に挨拶してくださいまし

た。作業の方法も個々の特性に合わ

せて工夫がなされています。次のこ

まどり作業所ではかやふきんの縫製

作業をされていました。かやの生地

を裁断して 6 枚重ねにし、ふちを

ロックミシンで縫うのですが、みな

さん黙々と作業されていました。か

やの生地が綺麗な色に染められてい

ろんな色のふきんが作られていまし

た。かやの生地でストールも作られ

ていました。次のしいたけやイチゴ

のビニールハウスでは栽培について

のお話をうかがいました。そしてイ

チゴの試食もさせて頂きました。摘

みたてのイチゴ（章姫）は瑞々しく

てとっても美味しかったです。そし

て喜蔵庵では美味しそうな手作りパ

ンが販売されていて、参加者みんな

で買わせて頂きました。関係者の

方々から質疑応答など丁寧にご説明

頂き、私たちの子供の将来に希望が

持てした。本当にありがとうござい

ました。

昼食の壺音堂さんは近鉄奈良駅前商

店街の賑やか通りのお店とは思えな

い、落ち着いた和の佇まい。注文を

聞きに来てくださった利用者さんの

オーダー票はとても工夫されてい

て、カラー表示で数だけを記入すれ

ばわかるようなっていて感心しまし

た。お料理が運ばれてくると、ゆっ

くりと丁寧にメニューの説明をして

くださり、参加者全員が温かく見守

るようにお聞きしました。ランチは

三種の手作りおやきがあり、中身が

かぼちゃと春雨ときんぴらで、とっ

ても美味しかったです。そして「こっ

から」さんの柚子どうふにお塩をか

けて食べるんですが、これもお豆の

味がしてとっても美味しかったで

す。

店主の吉澤さんからもいろんなお話

をうかがって、とても楽しい昼食会

でした。壺音堂さん、ありがとうご

ざいました。
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て帰った物も甘くて砂糖や練乳がい

らないほど甘く美味しかったです。

違う作業場ではふきんを縫っておら

れたのですが作業が早くプロの仕事

で年配の女の方がやられていて自信

をもって説明されていたのが印象的

でした。最後に作業やパンやお弁当

を作って販売されている作業所でし

たが隣が公共の施設で立地も良くパ

ンも売れているそうで買って帰った

物もとても美味しかったです。職員

の方もとても良い方でどの作業所も

皆さん落ち着いてそれぞれのペース

でゆったり仕事されていたのが印象

的でした。

療育部　Ａ

こ
まどり会では、障害の持った

それぞれに合わせての仕事を

させてもらえるそうで、とても、み

んなが安心して過ごせているように

思いました。

かやじフキンの重ねを確実にロック

ミシンで、仕上げている姿を見学さ

せてもらい、一度習得した技術は、

すばらしいと思いました。

イチゴは章姫という種類で、試食さ

せてもらいましたが、とても果肉が

軟らかくおいしかったです。腰の高

さに栽培されている高設 ハウス

なので、収穫しやすく、 作業が

楽になっています。イチ ゴを傷

つけないように収穫する のは大

変ですが、指導を受けながら、がん

ばっているそうです。椎茸栽培は、

原木に穴を開けたところに、菌を植

え付ける作業など、されているそう

です。私もやっ

てみたいと思

いました。

パンもお土産

に買って帰り

とてもおいし

かったです。、

パン作りも、同じ厚さに切る作業な

どが自閉症の方が担当されているな

ど、その人に会った仕事を考えてく

ださって、とても暖かな感じがしま

した。

みなさん、意

欲的に仕事さ

れている様子

を聞かせても

らい、とても、

良 か っ た で

す。案内して

下さった方がとても親切で丁寧に対

応してくださり、本当にありがとう

ございました。

昼食の壺音堂さんでは、自閉症協会

の成人部の吉澤が経営されていて、

お話も聞かせてもらい、息子さんも

紹介してくださって、親子で楽しく

カフェをされている様子がうかがえ

て、とても羨ましかったです。

優しさのあふれる素敵なカフェでし

た。また、是非行きたいと思いまし

た。

療育部　Ｍ

「金剛山耐寒登山に行ってき

ました」

小
学校５年の息子は、ボーイス

カウト北大和地区生駒第３団

のカブ隊に所属しています。毎年恒

例のブログラムである金剛山登山に

1 月 25 日 ( 日 ) 親子３人行ってき

ました。今年で３年目になります。 

スカウト 12 名、リーダー 7 名、家

族参加３名の計 22 名で登りました。

ルートは JR 和歌山線の北宇智駅か

ら３キロちょっと離れた登山口まで

歩き、そこから標高約 1200 メール

の金剛山を登ります。

トイレ休憩や途中神社に寄ってみん

な怪我なく無事に登ることができま

すように…とお参りをして 1時間ほ

どで登山口に到着、３回休憩を入れ

て３時間ほどかけて山頂を目指しま

す。

初めての年は、まず下見に連れ

て行きました。登りだしたら途中で

引き返せないため、体力的に大丈夫

かの確認とスケジュール表を作るた

めです。山を登ることに対する抵抗

はありませんでしたが、手を引かな

いと途中で止まり雪で遊んだり食べ

たりするばかりで、なかなか登りま

せんでした。その度にお菓子がもら

えるからねと言って聞かせ、手を引

いて何とか山頂へたどり着きまし

た。下見を元に作ったタイムスケ

ジュールを使い今年も登りました。

( ３年目だからでしょうか、あまり

見ませんでしたが )当日は朝から晴

天に恵まれ、みるみるうちの気温が

上がり、途中半袖で登るスカウトも

いました。前の週に暖かい日が続い

たことと雨が降ったことで登山道に

雪がありません。うちの子は少し残

念そうにしていましたが、私として

はよかった～とひと安心。( 今年も
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大阪エンジョイＲＵＮ行って

きました！

１
月２５日（日）、第３４回大

阪国際女子マラソンの会場ヤ

ンマースタジアム長居、長居公園に

て、３．２Ｋｍを走るファミリーマ

ラソンの大阪エンジョイＲＵＮに、

家族三人で、参加しました。今年で、

二回目です。

娘は中学２年生。走るのがあま

り好きではなかったのですが、ご褒

美目当てで、参加した去年、とにか

く楽しかった !それに、電車に乗っ

て、大阪に行けることも楽しみの一

つで、今年も参加したいと言ってく

れたので、エントリーしました。

去年はとりあえず、完走を目標に

走ったので、走りきることだけを目

標にしていましたので、体力のない

私は置いていかれて、主人と娘だけ

先にゴールしてました。だから、今

２週間前に下見に行ったんですが土

混じりの雪を食べていたからです )

山頂まであと 1キロぐらいのところ

で雪が積もっていたのでアイゼンを

装着しました。進んで行くと木々の

間から空がパーッと開けてきて、視

界が明るくなりました。山頂まであ

と少し、それがわかったのか子ども

の足取りが早くなりました。休憩毎

にもらえるお菓子を励みに今年も登

頂できました。「ゆき～！」と嬉し

そう。本人も達成感があるんでしょ

うね。また山頂で食べるおにぎりと

団委員の方が用意してくださってい

るあんかけうどんが、冷えた体には

たまらなくおいしくて、それも楽し

みになっています。時折遅れて最後

尾になったりしましたが、３年目の

今年はみんなに励まされながら、ほ

とんど手を引かなくても登ることが

出来きました！本人の成長を感じと

てもうれしかったです。私自身登る

ことに必死で周りの景色を見る余裕

すらありませんでしたが、今年は初

めて登山を楽しめました。来年また

一緒に登るのが楽しみになりまし

た。下山は元来た道を戻ります。私

は下山の途中から膝がガクガクで、

所々足も痛みだし、走るように降り

ていく子どもを止めるのに大変でし

た。翌日の筋肉痛は言うまでもあり

ません…。

北宇智駅から登山口まで歩くのは距

離があり大変ですが、登山口の近く

に車を止めることができますので、

山登りをしてみたいな、と思ってい

る方にお薦めです。親子でいかがで

す か？ 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　   療育部　Ｉ

年の目標は、一緒に走る楽しさを

知ってもらいたくて、私のペースに

合わせてもらって、横並びに走り、

一緒にＧＯＯＬしよう！をチャレン

ジしました。

その為に、冬休み入ってからは、毎

日三人で家の前を横並びで走る練習

をしました。最初は自分だけ早く

走ってしまいましたが、私のスロー

ペースに合わせると、走るのがしん

どくないこともわかるようになり、

主人が仕事から帰ってきてから、夕

暮れの中や、真っ暗の中、懐中電灯

を付けて走ったりと、みんなで走る

と寒さも吹っ飛びますね。一人だと

なかなか、できないけど、練習も楽

しみの一つとなりました。

そして、今年は着ぐるみにも初挑戦

しました。

娘はうさぎ、主人は牛、私はキリン

「チームアニマル」で、参加しました。

今年は残念ながら、ゆるキャラの参

加も少なくて、ちょっと、着ぐるみ

の人も少なかったので、はじめは、

恥ずかしいと思いましたが、誰も気

にする人はいないものですね。主人

が一番抵抗はあったみたいですが、

周りを見ると、羊の着ぐるみや、５

レンジャーや、キューティーハニー

の親子、トナカイさん、段ボールの

くまモンに、たこやきのかぶり物な

どなど、個性を出して、みんな楽し

そうに参加してしていましたので、

私たちもだんだん、恥ずかしさも消

えて、気分が上がってきました。

今年もシドニー五輪金メダリストの

高橋尚子さんが来てくれて、激励し

てくれました。そして、「走る前に

体が冷えてきて、筋肉が硬くなって

しまったときには、縦にぴょんぴょ

ん飛ぶだけで、体がリラックスして

準備体操になります。」と教えても

らいました。

さあ、スタートです。時々、先に行

こうとする娘に「横並び」と声をか

けると、ペースを落としてくれて私

のペースに合わせてくれました。み

んなの声援もとても温かく、ゴール

前には高橋尚子さんや、オリンピッ

クアスリートの皆さんが、ハイタッ

チをしてくれて、感激です！！

目標であった、三人で一緒にＧＯＯ

Ｌできました！

速く走ることも達成感があり、いい

ものですが、みんなと一緒に走るの

も楽しいものです。娘は周りとペー

スを合わせるということが難しい子

ですが、練習の成果もあり、楽しん

で走る事が出来て本当に良かったで

す。

来年の目標は、仲間を増やして、

参加できればと思っています。

一緒に走りませんか？いろんな楽し

み方で、参加してみましょう♪

走り終わった後、風邪が治りきって

なかった私は、気分が悪くなり、予
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定していたご褒美の天王寺動物園に

は行けず、一緒に帰ってもらいまし

た。当然、娘は怒っていましたが、

いつも私が言うセリフを「しんどい

時はゆっくり休むよ」と言ってくれ

て、諦めてくれました。元気になっ

たら、また行こうね！

怒っている時間も、短くなり、成長

を感じた大阪エンジョイＲＵＮでし

た。

療育部　Ｍ

きずな原稿募集

２
月の記事は、都合により３月号に掲載させていただきます。まだ

まだ募集しています。

テーマ「お子さんの進路どうやって決めましたか？」

進路は大きな悩みの種です。地域にしようか？養護学校にしようか？

春から新入学のお子さんも、もう決まっているでしょうか？すでに上

の学年にいらっしゃる方、成人の方、みなさんはお子さんの進む学校

をどのように決められましたか？決めるにあたってのエピソードを募

集いたしますので、是非、松本までお寄せください。よろしくお願い

します。

療育部松本携帯アドレス：

mama-emily0330@docomo.ne.jp

PC アドレス：ma32xs28ml@kcn.jp


